
磁気嵐時における地球放射線帯内帯の電子フラックス異常増加現象 
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＜序＞ 

地球放射線帯は磁気圏の中で最も高エネルギーの粒子が分布している領域である。放射線帯粒子のフラックス

変動を調べることは放射線帯粒子の起源や損失を探る上で重要である。磁気嵐時の放射線帯粒子フラックスの変動

に対する研究は外帯に関しては盛んに行われており、内部加速過程もいくつか提唱されている。一方、内帯の研究

は観測衛星があまり飛行していない領域であるため外帯に比べて研究の進んでいない領域である。 

 ＜データ＞ 

本研究では、NOAA12 衛星の MEPED データを用いることによって磁気嵐時の内帯の電子フラックス

（300keV~1100keV）変動に注目した。NOAA12 衛星は高度 815km の極軌道であるため、内帯を観測するのには最適

である。データ期間は 1992 年を使用した。 

＜解析・結果＞ 

磁気嵐時の内帯の電子フラックスの応答を見てみると、スロット領域のフラックスはほとんど変動がないのに

もかかわらず、外帯に先立って内帯の電子フラックスが増加しているイベントが見て取れた。そこで、そのような

現象が起きているイベントのみを取り出して統計解析（superposed epoch analysis）を行ったところ、磁気嵐の

主相で内帯（L=2）の降下電子フラックスが増大しているという結果になった。その結果を下図に示す。実線が電

子フラックス、菱形細線が SYM-H である。SYM-H が最小値をとる日時を epoch day 0 とした。本講演では内帯の降

下電子フラックスについて示し議論する。 

 



 


